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〈事例 1〉宇佐市民図書館の取組

１．学校司書・司書教諭がいない学校への「出張利用案内」
　主に小学校の新一年生に対
し、紙芝居や紙人形を使って、
図書館利用指導を行っていま
す。

２．学校用業務支援レファレンス
　と貸出予約の受付
　平成 21 年９月より、市内
の学校の先生対象に、ＦＡＸ
（P120 参照）でレファレンスを受け付け、資料の紹介や 10冊までの貸
出予約を実施しています。（ただし時間の掛かるレファレンスや膨大なリ
ストを希望するものは受け付けていません。）

３．「出張ブックトーク」の実施
　１か月以上前までに、学校か
らの申込を受け付けています。
「遠足で、動物園に行く前に」「平
和学習をするので、戦争につい
て」などテーマは様々です。紹
介するのは５～ 10 冊程度。関
連した本も持っていき、そのま
ま団体貸出もしくは個人カード
での貸出を行っています。

４．「この本おもしろいよ！」（3年に 1回）の配布
　読書週間に市内全小中学生にアンケート実施し、人気があったおすす
めしたい本のうち、所蔵している本の学年別リストを各学校に配布して
います。おすすめ本の紹介文やイラストも作成してもらい、リストだけ
でなく図書館便りにも掲載し、所蔵していない資料は、購入検討材料に
しています。

（2）県内公共図書館と学校図書館との連携事例
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〈事例 2〉佐伯市立佐伯図書館の取組

学校図書室へのボランティア派遣
　佐伯市では平成20年度から「学
校図書室支援事業」の取組みに着
手、学校図書室ボランティア約
190 名（平成 22年度実績）を佐
伯市立図書館が募集・育成し、派
遣しています。

※20年度の準備、21年度の事業開始を経て、22年度から年間活動が可能になりました。

　
　実技講習会では、佐伯図書館司書による実技指導や専門知識の助言が行
われ、ボランティアの資質向上につながっています。　
　また、ボランティアの活動内容は、室内の整理や読み聞かせ活動だけで
なく、傷んだ本の修理や室内装飾、本の整備、貸出の補助，選書の手伝い
など、多岐にわたり、そのことで図書室の環境整備の改善が見られ、児童
生徒の利用が増加しています。
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〈事例 3〉由布市立図書館の取組

１　必要な資料を支援
　由布市立図書館では、授業や学校生活で必要な資料で、学校図書館にな
い資料を、市内の配送ネットワークを使って貸出するサービスを行ってい
ます。

２　学校司書との情報交換
　由布市内の学校司書は、旧町ごとに、毎週または月２回連絡会を設けて
います。会場は、由布市立図書館・庄内分館・湯布院分館を使い、必要に
応じて市立図書館司書が参加し情報交換を行うなど、資料だけではなく人
が交流できる機会を設けています。
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